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1. 会社名及び代表者名

会社名　：　東京マイクロ株式会社

代表者　：　代表取締役社長　久保浩嗣

URL : https://www.tokyomicro.co.jp

2. 所　在　地

本社／東京営業所 ： 東京都大田区下丸子１－８－１５

大阪営業所 ： 大阪市西区西本町１－１５－６（西本町ビル11Ｆ）

名古屋営業所 ： 名古屋市中区金山１－１２－１４（金山総合ビル４Ｆ）

： 群馬県伊勢崎市曲沢７６０－２

3. 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 ： 大貫　真二

担当者 ： 熊本　正博

担当者 ： 佐藤　友彦

連絡先 ： 連絡先　：　ＴＥＬ　03-3756-5281　ＦＡＸ　03-3756-1855

4. 事業内容

電子部品・機械部品・その他機器製品の製造及び販売

5. 事業規模

名 名

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

6．対象範囲

　　　認証・登録対象組織

　本社及び大阪営業所・名古屋営業所・群馬テクノロジーセンター（所在地は上記に記載）

群馬事業所

名古屋営業所

343.44 343.44

㎡　（社員10名）71.05

343.44

㎡合計床面積 841.90 841.90 841.90

328.70328.70

（役員4名、社員39名、スタッフ20名）

㎡　（役員3名、社員17名）

㎡　（社員5名、スタッフ20名）

98.71 ㎡　（社員7名）98.71

本社/東京営業所

71.05

98.71

71.05

大阪営業所

328.70

名　　

活動規模
57期

（2020.2～2021.1）
58期

（2021.2～2022.1）
59期

（2022.2～2023.1）

3931百万円3931百万円

63 63
従業員数

63

群馬ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ（製造/開発）

【Ⅰ.事業所概要　】

売上高 6,105 百万円

2022年度（2022年2月　～　2023年1月）
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７．環境管理組織図        

②システムの見直し

③環境管理責任者を

    取締役 大貫真二に委任する

④課題とチャンスを明確にする

①環境保全活動の推進

②環境改善の計画立案 ①各部門の環境方針計画の立案

③環境保全活動の仕組み作り ②各部門・各部署データ取り纏め

④計画に伴う各部門への指示 ③計画書・報告書の作成

⑤計画の進捗管理

①環境保全活動の実施 ①環境保全活動の実施 ①環境保全活動の実施 ①環境保全活動の実施

②部署内への教育 ②部署内への教育 ②部署内への教育 ②部署内への教育

社長

  制定：   2001/4/1

  改定：   2020/01/20

2022年度（2021年2月　～　2022年1月）

代表取締役　久保 浩嗣

環境管理責任者 事務局（本社/群馬ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ）

取締役　大貫 真二

／所長　佐藤　友彦

総務部　熊本　正博

①環境経営方針の決定とマネジメント

工場環境担当

佐藤所長

本社/東京営業所 大阪営業所 群馬ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ

加藤所長 増田所長 佐藤所長

名古屋営業所

下出所長
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※本方針は、一般の人からの要求時何時でも提出するものと致します。 

久保　浩嗣

【　Ⅱ.環境経営方針　】

２００１年４月　１日制定

２０１４年２月　１日改定

東京マイクロ株式会社

代表取締役社長　

東京マイクロ株式会社は、電子機器製造販売会社としての事業活動を通し、

環境保全への取組を経営の重要な柱の一つとして捉え、かけがえの無い
地球と自然の豊かな恵みを健全な状態で次世代に引き継ぐ為、自然との

共存を図りつつ、資源の有効利用と環境の維持向上に努めます。

環境基本理念

１．地球環境保全活動を推進する為、責任体制を明確にし、全社的活動が
出来る組織を作ります。

２．環境関連の法律・規則及び会社が同意した要求事項を遵守します。

３．環境配慮のエコリミッターを開発、製造します。

４．グリーン購入を推進します。

①環境に優しい部品・製品の仕入を推進

②環境に優しい事務用品等の購入を推進
５．当社は以下の項目について環境目的目標を設定し環境保全の継続的

な改善及び汚染予防に努めます。
①電気消費量の削減

②自動車ガソリン使用量の削減
③水使用量の削減
④廃棄物の削減及び分別の徹底
⑤コピー用紙使用量の削減

６．本環境方針を文書化し、全社員へ周知徹底の上、一人一人の社員自ら
が責任を持って、環境保全を遂行できるように啓発と支援を行います。

※ エコリミッターは東京マイクロ株式会社の登録商標です。 別紙1参照

環境経営方針
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別紙１

当社自社製品

「環境にやさしい エコリミッター」

オールプラスチック製ということもあり環境にやさしいことから、

エコリミッターの登録商標を取得しております。

特長は小型・軽量　またリサイクルなどに最適です。

主な用途としますと紙回り、紙さばきなどを必要とするOA機器や

金融機器などへの使用が多いです。

エコリミッターは東京マイクロ株式会社の登録商標です

「登録第5190574号」

環境配慮のエコリミッター

① リサイクル材（再生材）の使用

② オールプラスチックにより分別が簡単

③ 軽量化による質量低減

リミッターで、最少3g以下を実現　（従来比75%削減）

ワンウェイクラッチで、0.35gを実現（1円玉より軽い）

④ 部品点数の削減

リミッター及びワンウェイ本体に、ギア・プーリーやシャフトを一体成型

部品点数及び組立・管理工数の削減

【化学物質管理】

RoHS指令物質 規制対応

REACH規制 規制対応

CMS認証 取得済み
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　　　　　　　（基準年の環境負荷と）環境目標 2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

※　購入電力のCO2調整後排出係数　群馬事業所　0.444（kg-CO2/kWh)　　2019年度　リコージャパン

※　購入電力のCO2調整後排出係数　本社、営業所　0.444（kg-CO2/kWh)　　2019年度東京電力

（＊3）東京・群馬は一般廃棄物と産業廃棄物を含む数値

（＊4）大阪、名古屋は賃貸ビルのため把握なし

（＊2）2023年度から始まる新中期目標(2023～2025年度)では､2022年度実績を基準とするのが従来方法ですが､

産業廃棄物の多くの排出量は梱包資材であり販売量に伴い、増大するので目標設定しないで維持活動とします。

13,098 12,964

100,450 115,236

2 2

2 2

【Ⅲ.環境経営目標】

2023/2/15　作成

258.72 220.64

２%削減 ３%削減

58,212 57,618

19,404 19,206

25,710 25,448

1,744.40 1,726.60

3,116.30 2,599.60

２%削減 ３%削減

48.96 48.46

173.96 172.18

14,953 19,449

２%削減 ３%削減

793.80 785.70

39.20 38.80

49.00 48.50

２%削減 ３%削減

4,818 4,768

5,649 5,592

8,447 8,361

735 728

12,428 12,301

9,456 9,359

5,192 5,139

44,787 44,330

70,596 71,129

18,033 17,849

22,312 22,084

25,505 25,244

66,036 82,645

２%削減 ３%削減

新中期目標(＊2)

2022年度 2024年度 2025年度
２%削減 ３%削減

17,648 17,468

実績

2023年度

19,768

新基準値
2019年度
目標値

118,800.00

2

2

12,682

9,649

5,298

45,701

73,329

4,916

5,765

8,619

750

20,050

810.00

40.00

50.00

1,780.00

全社 99,425 102,500 118,800 117,612

４．コピー用紙
　　使用量の削減

枚

１%削減

東京 48,500 60,000 59,400 58,806

大阪 14,065 13,000 19,800 19,602

名古屋 23,765 17,500 26,235 25,973

群馬 13,095

１%削減

東京 60.76 80.50 49.96 49.46

群馬 167.58

12,000 13,365 13,231

59,400.00

19,800.00

26,235.00

13,365.00

177.51

227.47

49.96３．水使用量の
　　　　削減（＊4）

m3
183.50 177.51 175.73

全社 228.34 264.00 227.47 225.19

50.00 49.50

55.20 40.00

1,762.20

全社 3,792.70 3,179.90 2,680.00 2,653.20

群馬 2,842.10 2,470.00 1,780.00

67.90

2,680.00

20,050 19,850

群馬 842 460 750

２．一般廃棄物
　 排出量削減(＊3)

ｋｇ
大阪 58.20

１%削減

東京 824.50 578.00 810.00 801.90

39.60

名古屋

　②ガソリン使用量
　　　　　　の削減

76.70

L
大阪 4,659

１%削減

東京 4,918 4,204 4,916 4,867

5,707

名古屋 9,349 7,179 8,619 8,533

3,415 5,765

743

全社 15,258

7,441 5,298 5,245

12,069

45,244

全社 74,112 72,037 73,329 72,596

群馬 43,199 35,863 45,701

１%削減

東京 14,915 16,664 12,682 12,555

9,649 9,552　①電力使用量
　　　　　の削減

kWh

１．ＣＯ２削減
kg-

ＣＯ2

大阪 10,468

全社 78,767

名古屋 5,530

18,008

18,401

22,767

26,025

85,201 85,201 84,349

19,959

18,401

単位 事業所

１%削減

東京 18,032 17,152 18,008 17,828

目標(＊1)

大阪 15,457 18,217

22,539

16,991 26,025

13,281

新基準値
2019年度
目標値

22,767

（＊1）本レポートの2022年度環境目標は2019年度実績(100％)を基準とする2020～2022年度の中期目標(1％～
3％削減)の最終年度でした。

2020年から流行したコロナウィルスの影響があり、通常と異なる状況となっているため､流行前の2019年度の目
標値を改めて基準値に設定し、2023年度から毎年1％づつ削減率を上げていくこととします。

全社 2 2 2 2

環境目標

群馬 2 2 2 2５．商品導入
　（エコリミッター等）

件

25,765群馬 21,134

名古屋 24,145

67,384
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【　Ⅳ.活動実施計画　】
2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

環境目的 目　　標

電力使用量の削減 東京（営） 加藤 ・室内温度の適正調節 全社 ①　月１回、使用量の結果報告及び ①　欠かすことなく、実施できた

基準年度（2019年） 毎年１％削減 大阪（営） 増田 　（冷房27℃、暖房21℃） 　　　達成手段の周知（毎月１日）

名古屋（営） 下出 ・フィルタ掃除の確認(6ヶ月毎) 全社 ②　4ヶ月経過後（5月、9月、1月）に状況 ②　全拠点から4ヶ月毎に評価コメントをもらった

群馬（事） 佐藤 ・空室・昼休み時の消灯徹底 全社 確認し評価、コメントを作成。

・未使用ライトの消灯 群馬 ③　通期実績発表（1月末又は２月） ③　2023年2月1日　実績発表

・電源投入の段階化 群馬 ④　フィルタ清掃（6月、12月） 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

・生産性向上（残業0目標） 群馬 ⑤　クールビズ（5月～10月） 　　　を検討

・業務効率向上（残業0目標） 全社 ④　フィルタ清掃、6月・12月に実施

・クールビズ 全社 ⑤　クールビズ5月～10月に実施

自動車ガソリン使用量の削減 同上 同上 ・急発進、急停止の禁止 全社 ①　月１回、使用量の結果報告及び ①　欠かすことなく、実施できた

基準年度（2019年） 毎年１％削減 ・5000km毎オイル交換 全社 　　　達成手段の周知（毎月１日） ②　全拠点から4ヶ月毎に評価コメントをもらった

・アイドリング・ストップ 全社 ②　4ヶ月経過後（5月、9月、1月）に状況

・電車利用の励行 全営業所 確認し評価、コメントを作成。 ③　2023年2月1日　実績発表

・タイヤ空気圧チェック１回／月 全社 ③　通期実績発表（1月末又は２月） 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

・製品梱包容量の小型化 全社 　　　を検討

分別ミス０を目指す 同上 同上 ・火・水・木・金にチェック 全社 ①　達成手段の周知（毎月１日） ①　欠かすことなく、実施できた

・掲示及び告知による周知徹底 全社 ②　通期実績発表（1月末又は２月） ③　2023年2月1日　実績発表

③　分別チェック（週1回） 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

　　　を検討

③　分別チェック　火・水・木・金、ゴミ捨て時に実施

資源ごみのリサイクルによる 同上 同上 ・資源ごみの分別の徹底 全社 ①　達成手段の周知（毎月１日） ①　欠かすことなく、実施できた

廃棄物 １％削減 ・樹脂・金属産廃のﾘｻｲｸﾙ 群馬 ②　通期実績発表（1月末又は２月） ③　2023年2月1日　実績発表

・ダンボールのリサイクル徹底 全社 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

・製品出荷梱包箱の通函化 群馬 　　　を検討

水使用量の削減 東京（営） 加藤 ・社用車洗車時の水の削減 全社 ①　達成手段の周知（毎月１日） ①　欠かすことなく、実施できた

基準年度（2019年） 毎年１％削減 大阪（営） 増田 ・蛇口の閉め忘れの防止 群馬 ②　通期実績発表（1月末又は２月） ③　2023年2月1日　実績発表

名古屋（営） 下出 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

群馬（事） 佐藤 　　　を検討

コピー用紙使用量の削減 東京（営） 加藤 ・無駄コピーの厳禁、両面利用 全社 ①　達成手段の周知（毎月１日） ①　欠かすことなく、実施できた

基準年度（2019年） 毎年１％削減 大阪（営） 増田 ・裏紙の有効利用 群馬 ②　通期実績発表（1月末又は２月） ③　2023年2月1日　実績発表

名古屋（営） 下出 ・電子媒体での情報共有 群馬 　　　2022年度結果報告、問題点有無、来年度の実施計画

群馬（事） 佐藤 　　　を検討

新商品導入数量の実数把握 群馬（事） 佐藤 ・新製品の開発活動 群馬 ①提案活動実施 ①メーカーとの開発に関する相談会を随時実施した。

・メーカー新製品への採用提案 ②取引先との開発会議の実施 ②新規導入はできなかった

2021/3/2　作成

実
績

予
定

対象

営業所
事業所

スケジュール（予定と実績）

⑤

商品導入（エコ
リミッター等）

予
定

実
績

実
績

③

水の使用料

④

コピー用紙使
用量の削減

予
定

実
績

実

績

実
績

予
定

予

定

実

績

環境目的及び目標

事業所

①
ＣＯ2の削減

予

定

予
定

責任者 達成手段

②
廃棄物削減
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【　Ⅳ.活動実施計画　社内写真　】 2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

ＥＡ２１ 登録証 ＥＡ２１ 環境方針 節電中目標、実績表

東京営業所 節電 大阪営業所 節電 名古屋営業所 節電 群馬事業所 節電

東京営業所 ゴミ分別 群馬事業所 ゴミ分別

東京営業所 避難経路

東京営業所 節電 ＬＥＤ 東京営業所 ペットボトル 東京営業所 ペットボトルキャップ
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  環境活動計画、環境目標の実績、取組結果とその評価及び次年度の取組内容
2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

※　購入電力のCO2換算実排出係数　群馬事業所　0.444（kg-CO2/kWh)　　2019年度　リコージャパン

※　購入電力のCO2換算実排出係数　本社、営業所　0.444（kg-CO2/kWh)　　2019年度東京電力

86% ●

- -

-

達成率　70％以下

117% ◎

105% ◎

89% ●

115% ◎

119% ◎

75% ●

116% ◎

121% ◎

124%

◎

183% ◎

130% ◎

◎

◎

105% ◎

○

●

●

◎

90%

87%

74%

120%

103% ◎

判定基準

達成率　70％以上～89％未満

達成率　90％以上～99％未満

達成率　100％以上

判定記号 内容

▲ 着手しているが進捗なし

○ 目標より遅れ気味

◎ 目標達成

● 思わしくない状況

3,180

167.58 183.50

大阪 - -

　・節水式トイレへリフォーム 名古屋

228.34 264.00

　３．水の使用量削減

m3

東京 60.76 80.50

　・蛇口の閉め忘れの防止

- -

群馬

全社

460

　・アイドリング・ストップ 大阪 4,659

　２．一般廃棄物排出量の削減

ｋｇ

東京 825

　・資源ごみのリサイクル 名古屋 68

578

77

2,842 2,470

全社

　・分別ミス０を目指す 大阪 58 55

群馬

3,793

東京 4,918 4,204

全社 74,112

群馬

35,863　　　(6ヶ月毎) 群馬

3,415

　・製品梱包容量の小型化 名古屋 9,349 7,179

72,037

Ｌ

　②ガソリン使用量の削減

全社 19,768 15,258

842

　①電力使用量削減

kWh

東京 14,915 16,664

7,441

43,199

　・室内温度の適正調節 大阪 10,468 12,069

　・フィルタ掃除の確認 名古屋 5,530

【　Ⅴ.主な活動結果と評価　】

環境目標 単位 事業所

取組結果とその評価

環境目標 実績 達成率
判定
記号

15,457 13,281

名古屋 24,145 19,959ｋｇ－CＯ²

東京　1．CO2排出量の削減

78,767 67,384

18,032 17,152

群馬 21,134 16,991

全社

大阪

群馬を除きコロナの影響によりオフィスに社員が

通常より増加目標達成にはならず。

群馬事業所は休業等により人員が減り使用量減

群馬を除き各拠点人員が増加

・特別事由がないときは環境意識の徹底

取組結果と次年度の取り組み内容

・コロナの影響もあるが目標達成している。

来年度も目標達成できる努力をする。

今後の取組

　・蛇口の閉め忘れの徹底

　・社用車洗車時の水の削減

-

91% ○

コロナの影響で全拠点が目標達成できた。

来年度も目標達成できる努力をする。

　・余計な荷物は載せない

　・電車利用の励行

　・エコドライブの指導徹底の強化

　・社内資料の廃棄処分を行った為、

増加となった。

今後の取組

  ・ゴミの分別の徹底

  ・ゴミの少量化

社員がオフィスにいる時間帯が長かった為（東京）

コロナ予防の為、手洗いうがいをしている為

117% ◎

136% ◎

130%

143%

　４．コピー用紙使用量の削減

枚

東京 48,500 60,000 81% ● 東京以外は達成率100％を超えている。

・無駄コピーの厳禁、両面利用 大阪 14,065 13,000 108% ◎ おおむね満足な結果でしたが、全社が100％を

・裏紙の有効利用 名古屋 23,765 17,500 136% ◎ 達成するよう努力を重ねる。

・電子媒体での情報共有 群馬 13,095 12,000 109% ◎

全社 99,425 102,500 97% ○

　５．商品導入
　　　（エコリミッター等）

件
群馬 2 0 0% ▲ ・新規導入はなかった

・現状及び将来を見て目標、活動計画を見直す。
・来期に導入検討が行われる予定全社 2 0 0% ▲
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2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

　1．CO²排出量の削減（kg-CO2）

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 18,032 15,457 24,145 21,134 78,767

実績 17,152 13,281 19,959 16,991 67,384

　①電力使用量削減（kwh）

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 14,915 10,468 5,530 43,199 74,112

実績 16,664 12,069 7,441 35,863 72,037

　②ガソリン使用量の削減（L)

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 4,918 4,659 9,349 842 19,768

実績 4,204 3,415 7,179 460 15,258

【　Ⅴ.主な活動結果と評価 グラフ　①　】
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　　２．一般廃棄物排出量の削減（㎏）

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 825 58 68 2,842 3,793

実績 578 55 77 2,470 3,180

　　３．水の使用量削減（ｍ3）

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 60.76 - - 167.58 228.34

実績 80.50 - - 183.50 264.00

　　４．コピー用紙の使用量削減（枚）

東京 大阪 名古屋 群馬 全社

目標 48,500 14,065 23,765 13,095 99,425

実績 60,000 13,000 17,500 12,000 102,500

【　Ⅴ.主な活動結果と評価 グラフ　②　】

2022年度（2022年2月　～　2023年1月）

0
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２．一般廃棄物排出量の削減（Kg）
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東京 大阪 名古屋 群馬 全社

４．コピー用紙の使用量削減（枚）
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実績
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１．前期継続環境活動 （写真1）

1-1.ピーク電力の削減　　（使用する電力量の削減及び最大電力の低下（基本料金の削減））

・朝の立上りピーク電力の平滑を目的として、立上り消費電力の大きい恒温槽及び

エアコンの電源投入を約１０分毎にずらして契約電力ピークを超えないようにする。 

・エアコンの仕様温度規制（暖房20℃、冷房27℃） （写真1）

1-2.分別ゴミの徹底 （写真2） （写真3）

【休憩室】【工場内】

・可燃、プラ容器・ペットボトル、空き缶、空きびんの4種類に変更 

・燃えるゴミ・産廃に分別 （写真2）

・分別方式も明確に表示し徹底する。 （写真3）

※ペットボトルはキャップとラベルを剥がして燃えるゴミに入れる。

1-3.ガソリン使用量の削減

・社用車の給油量を　2,000円／1回とし、車重の軽量化にて燃料消費を抑える

・社用車、58期12月～ウィングロードからカローラに変更

・使用していたウィングロード（14km/1L）からカローラ フィールダー（27.8km/1L）へ変更したことにより燃費改善となる。

・工場の立地条件より、自動車での客先様への移動が多くなることから、燃料消費量の比較ではなく、リッター当たりの燃費比較を基準とし削減量とする。

・尚、効率を検討し公共機関での移動にメリットがある際は、そちらを優先とする。 　　　（写真4）

1-4.工場内不使用箇所の電灯消灯 【完了】

・ラインにて不使用箇所の電灯を消灯とし、使用電力の削減を実施する。

　　　（適時作業の判断により実施。尚、休憩時は全消灯 ）

・蛍光灯安定器をインバーター化により消費電力を削減。（85W→73W）（写真4）

1-5.工場トイレ改善 （写真5）

節水タイプのトイレに改修を実施し、使用水量の削減を行う。 （写真5）

【59期　群馬事業所活動報告】
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1-6.製品梱包形態の変更（継続追加）
・梱包箱の通函化　（新規梱包材使用削減、コスト削減、廃棄物削減） 恒温槽 （写真7）
・国内納入製品に関してワンウェイ箱（顧客先様にて廃棄）としていた物を通函化し、廃棄物の削減を実施。

1-7.建屋内エアコン更新 （写真6）
・構内の旧式エアコンをインバータータイプに変更（49期　2012年1月）
・消費電力及び、ピーク電圧の低減を行う。
・フロン排出抑制法に基づく点検開始（2016年11月より） （写真6）

1-8.恒温槽小型化 （写真7）
・大型恒温槽にプラスし、小型恒温槽を併用、工場消費電力の低減を行う

1-9.暖房光熱費削減　（冷暖房効率の向上） （写真9）
・【工場外周】 （写真8）
　　・工場外壁を断熱壁材（ガルバリウム鋼板）に張り替えを実施（2013年10月）
・【工場内改善】【研究開発室兼工作室】
　・断熱効果のある作業場への変更 （写真10）
　・工場内床を上貼りし断熱効果の向上,、壁紙を厚みのあるものに貼り直し断熱効果の向上を行う。
　・樹脂のフロアタイルよりカーペット敷きとし冬場の暖房効率の向上を行う。　　 （写真9）
※工場内改善は社内加工にて実施

２．今期環境活動
・G-tecの社員5名各自にエコバンクを支給し、買い物をする際にはエコバックを使うようにする。
　エコバックを利用することでプラスチックごみは削減され、環境を守る事に繋がる。

（写真8） （写真10）

リサイクル素材のエコバック（5個）

12



確認 評価

地方公共団体への協力 廃棄物の減量その他その適正な処理の確保等に関する地方公共団体の施策にへの協力

委託契約書の保存期間

・一般廃棄物

（全社） ・産業廃棄物

・缶

・ビン

・粗大ゴミ

・金属ごみ

・廃プラ 産業廃棄物管理票の保管

自動車所有者 ○ ○

再資源化等預託金の預託 ○ ○

対象品目機種 ○ ○

関係者の責務 ○ ○

PC PCの廃棄 ○ ○

浄化槽の設置届出 ○ ○

法定検査 ○ ○

保守点検 ○ ○

清掃 ○ ○

管理種の判断基準 ○ ○

○ ○

〇

浄化槽
（群馬事業所）

浄化槽使用 浄化槽法

設置又は構造の変更する者は知事及び知事を経由して特定行政庁に届ける

自動車の使用
（全社）

自動車廃車 自動車リサイクル法

使用済みとなった自動車を引取り業者に引渡す

新車購入時にリサイクル料金を(財)自動車リサイクル促進センターへ支払う。

消費者の責務

家電4品目使
用（全社）

家電4品目廃
棄.

家電リサイクル法
・冷蔵庫、ユニット型エアコン、洗濯機、テレビ

・長期使用　　・廃棄の際、指定業者にリサイクル料金を支払う

プリンター、卓電
（全社）

小形家電の
廃棄

小型家電リサイクル
法

【Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

廃棄物の発生
事業所廃棄物

の廃棄

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

(廃掃法)

運搬または処分は定められた業者に委託する>契約書の保存期間5年間

産業廃棄物保管基準

産業廃棄物の保管の場所
・周囲に囲いをもうける　　　　・掲示板の大きさ60×60㎝以上　　　・保管する産業廃棄物の種類　　　・
保管の場所の管理者の氏名又は名称及び連絡先　　・ネズミの生息、蚊、ハエ等が発生しないように処
置する

産業廃棄物管理票の交付
・産業廃棄物の種類、運搬先ごとに交付　　　　　　　・種類、数量、受託者名に相違ないか確認の上、交
付・管理票の控えを運搬・処理委託者から管理票の写しが送付されるまでの期間

管理票写しの保存期間（5年間）

産業廃棄物管理票の返
送期限

産業廃棄物処理委託からの管理票写しの廃出事業者への送付期限
（交付の日から90日・180日，特別管理は60日・180日）
期限内に返送されない場合の知事への通知

管理票交付者の報告書
事業場ごとに、毎年6月30日までに、その年の3月31日以前の1年間において交付した管理票の交付等
の状況を当該事業場の所在地を管轄する都道府県知事に提出する。　 ・報告書（様式3号）の作成、提
出

法規制領域 法規制対象

遵守確認者：各事業所責任者

確認実施日：2023/2/1～2/17

関連法規 該当要求事項
遵守状況

表作成：2023/1/30　　　　　　　

〇

○

資源有効利用促進
法

使用済小型電子機器等を排出する場合に、市町村その他使用済小型電子機器等の収集若しくは運搬
又は再資源化を適正に実施し得る者に引き渡すよう努めなければならない。

使用済PC等を再生資源、再生部品の有効利用を確保を図るとともに廃棄物発生の抑制と環境保全を
しなければならない。

指定検査機関の水質検査（1回/年）及び法定検査記録の保管（3年間）

知事の登録を受けた者に委託

市町村の許可を得た浄化槽清掃業者に委託 　 ・清掃記録の保管（3年間）

フロン排出抑制法

指定製品及び特定製品
の管理者の責務

特定製品の使用等をする場合は、使用されるフロン類の管理の適正化に努める。国及び地方自治体
のフロン類の管理の適正化に関する施策に協力する

対象7.5ｋＷ未満（簡易点検）・点検の実施（四半期毎）。・点検スケジュール表の作成、点検実施、記録、保管。

○

エアコン(第一種

特定製品)

（本社、群馬）

エアコン室外
機
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条例

確認 評価

事業所廃棄物 伊勢崎市 ・伊勢崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例　（平成17年1月1日　条例第120号）

・一般廃棄物 環境部環境政策課 ・伊勢崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則　（平成17年1月1日　規則第81号）

・産業廃棄物 ・伊勢崎市廃棄物減量等推進審議会規則　（平成17年1月1日　規則第82号）

・伊勢崎市と桐生市との間における旧赤堀町の　区域に係るごみ処理事務の委託に関する規約

大田区役所環境課 大田区廃棄物の減量及び適正処理に関する条例第69号　施行日：R2.12.14

東京都 ○ ○

大阪府 ○ ○

愛知県 ○ ○

群馬県 ○ ○

浄化槽の使用 群馬県/伊勢崎市 ○ ○

その他の要求事項

トルクリミッタ リコー ○ ○

クラッチ UL（顧客） ○ ○

テープマーカー 総務省

　環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

法規制領域領域 関連法規 遵守条例規則

○

○

遵守状況

○

○

○

○

○

○

東京都環境確保条例

大阪市 大阪市廃棄物の減量推進及び適正処理並びに生活環境の清潔保持に関する条例　第17条

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（平成七年六月十六日法律第百十二号）

（名古屋営業所）

大田区清掃部より資源ごみの正しいわけ方

廃棄物の適正な処
理の促進に関する
条例

一般廃棄物排出者指導要綱第14条　名古屋市

遵守状況

確認(定期監査時)

○○

製造
製品 環境汚染物質の使

用制限

リコーグループグリーン調達基準

RoHS基準　追加禁止物質

群馬県浄化槽法施
行細則

・伊勢崎市環境基本条例　（平成18年3月27日　条例第18号）

車の使用/アイドリング

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

大阪府生活環境の保全等に関する条例

健康と安全を確保する環境の保全に関する条例

群馬県の生活環境を保全する条例

法規制領域 法規制対象 該当要求事項 監督機関 要求事項（環境経営方針4項対応）

群馬県廃棄物の処
理及び清掃に関す
る法律施行細則

大阪府廃棄物の処
理及び清掃に関す
る法律施行細則

（群馬事業所）

（本社）

（大阪事業所）
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（　　定期　　・　　臨時　　）

(　有　・　無　）

(　有　・　無　）

(　有　・　無　）

(　有　・　無　）

全体的にCO2削減が目標達成されているので、引続継続してほしい。

まだ、コロナの影響で社内に人員が多い為、電力消費が大幅に増加している。クールビズ・ウォームビズ等

全体的に削減できるのは、一人ひとりの協力が欠かせない為、意識して取り組んでほしい。

削減

　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

全体 2 0 -2 現状を分析し、目標、活動計画を検討すること

- 来期に導入検討が行われる予定

-

- - - うがい手洗いを慣行している為、水の使用量は増加傾向にある。

全体 99,425 102,500 3,075 増加 　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

東京 48,500 60,000

【Ⅶ．代表者による全体評価と見直し結果】

【対象期間】 令和4年(2022年)2月1日～令和5年(2023年)1月31日

【実施日】

東京マイクロ株式会社

代表取締役社長　　久 保　浩 嗣

商品導入（エコ
リミッター等）

東京 - - - -

名古屋 - - -

群馬 2 0 -2

【提出資料】 ①　環境関連法規の遵守状況

②　環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果

③　外部コミュニケーション記録

【見直し結果】

【出席者】 代表取締役社長　、　環境管理責任者

①　環境方針の変更の必要性

②　.環境目的・目標の変更の必要性

（各事業所の評価と見直し）

項目 事業所 目標 実績 評価と見直し増減

③　環境活動計画及び環境経営システム等の変更の必要性

④　実施体制についての見直しの必要性

大阪 15,457 13,281 -2,175 削減CO2排出量の
削減
(ｋｇ－CO2)

東京 18,032 17,152 -880 削減

名古屋 24,145 19,959 -4,186

全体 78,767 67,384 -11,383 削減 　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

削減

群馬 21,134 16,991 -4,142 削減

増加 クールビス、ウォームビズを意識して電力削減に取り組む

群馬ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰを除き目標未達成となっている。

大阪 10,468 12,069 1,601 増加 原因はコロナの影響による社内の人員増加

東京 14,915 16,664 1,749 増加

名古屋 5,530 7,441 1,911

全体 74,112 72,037 -2,075 削減

　②ガソリン使
用量の削減(Ｌ)

東京 4,918 4,204 -714

　①電力使用
量削減(ｋWｈ)

削減

名古屋 9,349 7,179 -2,170

群馬 43,199 35,863 -7,336 削減

全拠点目標達成している。

大阪 4,659 3,415 -1,244

全体 19,768 15,258 -4,509 削減 　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

削減 但し、比較対象期間はコロナが影響している為、楽観視できない。

削減

群馬 842 460 -382 削減

各事業所は意識して廃棄物排出量削減をしているが、

大阪 58 55 -3 増加 人員増加の為若干増加している一般廃棄物排
出量の削減
(kg)

東京 825 578 -247 削減

名古屋 68 77 9

全体 3,793 3,180 -613 削減

増加

群馬 2,842 2,470 -372 増加

水の使用量削
減(m3)

東京 60.76 80.50 19.74 増加

名古屋 - - -

167.58 183.50 15.92 増加

コロナの影響もあり、社内に人がいるようになり、コロナ対策として

大阪 -

【総　評】

これからも、創意工夫で目標達成できるよう、取り組んでいきます。

コピー用紙使
用量の削減
(枚)

11,500 増加 全体では削減がされているが、東京事業所が目標から増加してしまった。

大阪 14,065 13,000 -1,065 削減 来期は、各事業所、全体でも削減できることを期待。

名古屋 23,765 17,500 -6,265 削減

群馬 13,095 12,000 -1,095

令和5年2月28日

　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

の工夫をして今まで以上に取り組んでほしい。

新規導入はなかった。

大阪 - - -

全体 228.34 264.00 35.66 増加 　引き続き意識して取り組んで、目標達成に向け努力すること。

- 消毒液も使用しているが、うがい手洗いに傾向している。

群馬
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